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①要約： 

このアイデアは、ブロックチェーンを使用して特別な ID バッチを発行し、認証プロセス

を簡略化するものです。認証機関が特定のアルゴリズムを使用してユーザーの属性値を含

むハッシュを生成し、バッチを作成します。ユーザーはこのバッチをブロックチェーン上

にブロードキャストし、認証機関はバッチを検証して認証を行います。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、ブロックチェーン技術を活用して、個人のデジタルアイデンティ

ティを簡単かつ安全に認証することです。認証プロセスを効率化し、データの改ざんを防

ぐことで、セキュリティを向上させ、取引や情報共有をより安全に行うことを目指してい

ます。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、ブロックチェーンを使用した個人のデジタルアイデンティティ

の認証方法にあります。ユーザーが特定のアルゴリズムを用いたハッシュを生成し、ブロ

ックチェーン上にバッチを作成して認証機関に提出するという独自の手法が導入されてい

ます。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、ブロックチェーン技術を使用して認証プロセスを透明化し、セ

キュリティを高める点にあります。バッチの作成と検証に特定のアルゴリズムを使用する

ことで、情報の改ざんや不正アクセスを防ぎ、確実な認証を実現しています。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアには経済的な価値があります。認証プロセスの効率化により、取引や情報共

有のコストやリスクを削減し、時間と労力の節約が期待されます。また、セキュリティの

向上により、データ漏洩や不正アクセスによる損失を防ぎ、信頼性の向上が見込まれま

す。これにより、ビジネスや個人間の信頼関係や取引の円滑化が図れると言えます。 


